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１.　ハイチ・コレラ救援活動概要
　2010 年 1 月 12 日、M7.0 の地震が発生。
　2010年10月中旬よりコレラが流行。2011年 3月28日




け、2010 年 11 月 15 日より、要員を派遣した。
　2010 年 11 月 20 日まで首都ポルトープランスの国立
刑務所にてコレラ治療を行う。






　その後、地元保健省（MSPP Ministere de la Sante 


















　　　人　　口　　10,033,000 人（世界 91 位）
　　　面　　積　　27,750 ㎡（世界 143 位）
















































































危険性があるため、当初 6月 15 日で日赤との雇用契約
が切れ、その後の給与はMSPP が負担するところを、












フとの契約は 6月 15 日までとなっていたが、6月 30 日
までの給与は日赤が負担することとなったので、6月の
前半と後半 2回の給与を支給する必要があった。金額は

































































































働いてくれたローカルスタッフに 6月 30 日以降次の仕
写真 2　建築士との入念な打ち合わせの様子
写真 3.4　下痢観察施設建築の様子と完成写真
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事を探しやすいように就業証明書を発行し、6月後半の
給与も準備した。ポルタピマンを去る前に支給しようと
したら、ローカルスタッフのリーダーから待ってくれと
せがまれた。どうやら 30 日より前に支給してしまうと、
残りの数日は働かずに去ってしまうスタッフが出てくる
のでは、と心配してのことらしい。気持ちは充分理解で
きるが、こちらも帰国を延期することはできない。そこ
で近隣で活動していたイギリス赤十字社に給与を預かっ
てもらい、30 日に支給してもらうよう依頼した。また、
MSPP に引き継いだ後も、新病院がしっかり運営され
るか様子を見てもらうことも依頼した。活動中、イギリ
ス赤十字社には本当に世話になった。
　ポルタピマンでの活動を終え、首都ポルトープランス
のベースキャンプに戻った。キャンプでは、ハイチ赤十
字社社長と面会し、日赤の活動を報告した。下痢観察施
設の写真を見せると喜んでくれた。この面会は主にチー
ムリーダーが話をしてくれたのだが、会話はすべてフラ
ンス語だった。社長もすぐに心を開いたようで会話が弾
んでいた。こういう面で相手に歩み寄ることが大事なの
だとまざまざと見せつけられた。やはり現地語を覚える
ことが距離を近づける近道だ。
７.　まとめ
　今回、私にとって初めての派遣だったが、チームメイ
トにとても恵まれていたと思う。初めての派遣で緊張し
ていた私にチームリーダーは「気楽に行こう」と声をか
けてくれ、自由にやらせてもらえたので、その分自分で
考えて行動するという能力が身についたと思う。分から
ないこと、困ったことを相談してもいやな顔せず答えて
くれ、こちらの提案にも耳を傾けてくれたため、一方通
行にならずチーム内の風通しも良かったと思う。3人編
成という異例のチーム構成だったが、人数が少ない分、
機動力はあるチームだったと思う。
　管理スタッフとしての自分の反省点は、まだまだ先を
見て行動することができていないことである。長距離の
移動がある場合は、ベースキャンプへのトランスポート
リクエスト（移動申請書）の提出が義務付けられている
のだが、そこまで気がまわらず、リーダーに言われるま
で気づかなかった。また、仕事を円滑に進めるために協
力者を多く作るという点でも改善すべき点はあった。薬
品などの手配は、基本的にベースキャンプでしてくれる
のだが、なかなかものが届かないことがあった。事前に
物品管理の担当者と関係を築いておけば、もしかしたら
優先して手配してくれたかもしれない。現地のベースキ
ャンプに到着したとき、最初にやるべきことはそれぞれ
の実務を行っている担当者と親密になることだと痛感し
た。ブリーフィングの際、各部署の長と親密になっても
彼らは必ずしもすべてを把握できるわけではなく、やは
り一番現場を把握している実務担当者が一番のキーマン
であると感じた。準備の段階でも後手を踏んでいると感
じたので、次回はその点を修正したい。またローカルス
タッフとの接し方についてもクレオール語が分からなか
った分、通訳のスタッフばかりと話をしてしまい、一部
のスタッフとの会話が多くなり、ほかのスタッフには冷
たい印象を与えたかもしれない。今後は簡単なあいさつ
くらいは事前に覚えてこちらから積極的に話しかけ、も
う少し親密な関係を築きたい。
　良かった点としては、予想外の出来事が起こっても慌
てずに行動ができたことだ。新病院の設備の建築資材を
購入した際、セメントや鉄などトラック 2台分にもなっ
てしまったのだが、同行したローカルスタッフと相談
し、トラックをチャーターする広場を探し、無事病院ま
で運ぶことができた。自分にとっても自信になったし、
何より、チームメイトが喜んでくれたことが嬉しかっ
た。救援の現場では予想外のことは当然起こる。そんな
時に機転を利かして行動できる柔軟性は必要なことだ。
しかし、全体的には、「こうするべきだった」と思う点
が多かった。次回までに反省点を洗い出し、次に備えた
い。
写真 5　ルタピマンの空と海（カリブ海）
